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 １０日投開票の参院選で、新型コロナ

ウイルス対策を巡る議論が低調だ。東京

都などで感染者が増加傾向にあり、警戒

が必要だが、岸田文雄首相（自民党総裁）

をはじめ各党党首が街頭演説で今後の対

策について語る場面は限られている。専

門家は「これまでの政府の対応の問題点

を議論し、次の感染拡大の波に備えるべ

きだ」と指摘する。 

■与党は触れず、野党は物価高批判 

 東京都内の３０日の感染者数は３６２

１人で、１３日連続で前の週の同じ曜日

を上回った。都は同日の新型コロナのモ

ニタリング会議で「感染が再拡大してい

る」と判断し、感染状況に関する警戒度

を４段階中で２番目に高いレベルに引き

上げた。島根県も同日の感染者が過去最多の３７４人となるなど、各地で感染者が増えつ

つある。 

 「新型コロナとの戦いは、まだまだ油断することができない」 

 東京で感染者が増加傾向にあった６月２５日、首相はさいたま市内での街頭演説で強調

した。しかし、コロナ関連の話は約１７分の演説のうち１割未満。外国人観光客誘致に向

け水際措置の緩和に前向きな考えを示したが、政府の司令塔機能強化のため首相主導で１

７日に設置方針を決めた「内閣感染症危機管理庁」などは触れなかった。 

 公示日の２２日の第一声も、首相は候補の紹介やウクライナ情勢に大半の時間を割き、

他党の党首もコロナ対策への言及はほとんどなかった。与野党とも参院選公約に国産ワク

チンの確保や司令塔機能の強化などを掲げるが、テレビでの党首討論でも活発な論争にな

っていない。 

 論争が低調なのは、６月中旬までは感染者数が「下げ止まり」していたことが背景にあ

る。野党も政府の物価高対策に批判を強めており、コロナ対策は票につながらないと判断

しているもようだ。 

 首相周辺はコロナ対策について「政府として訴えたいことはあるが、野党が言ってこな

い」と話す。ただ、感染症危機管理庁の設置については参院選直前に急ピッチで決めた経

緯があり、司令塔機能の具体像などは示されておらず、「生煮え」の状態での論戦を避けた

い狙いも見え隠れする。 一方、専門家は夏から秋にかけての感染再拡大を懸念する。東

京慈恵会医科大の浦島充佳（みつよし）教授（予防医学）は「コロナによる死者が諸外国

に比べて少ないからといって、政権の対応が『結果オーライ』で評価されてはいけない。

国産のワクチンや飲み薬の開発がなぜ遅れているかなど選挙戦で問題点を議論し、今後に

備えるべきだ」と強調する。（竹中達哉） 


